
様式１

令和元年度（２０１９年度）採択プログラム　中間評価調書

ホームページ
(URL) https://jinbun-takuetsu.chiba-u.jp/top/index.html

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな （なかやま　としのり）

氏名（職名） 中山　俊憲 （千葉大学長）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 千葉大学 整理番号 1902

１．

プログラム名称 アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム

英語名称 Applied Humanities Program for Cultivating Global Leaders

５． 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（１）
【任意】

④世界の学術の多様性を確保するという観点から我が国の貢献が期待される領域

関連する領域（２）
【任意】

関連する領域（３）
【任意】

４．
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな （よねむら　ちよ）

氏名（職名）
米村　千代（千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研究部門社会学
            講座・教授）

３． プログラム責任者

      ふりがな （やまだ　まさる）

氏名（職名）
山田　賢　（千葉大学大学院人文科学研究院歴史学研究部門図像情報史学
            講座・教授、大学院人文公共学府長）

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

７．
授与する博士学
位分野・名称

博士（文学）または博士（学術）または博士（公共学）

アジア史およびアフリカ史関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

J

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

６． 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

A

最も関連の深い区分
（中区分）

3 歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

3030

岡山大学大学院社会文化科学研究科日本・アジア文化専攻、岡山大学大学院社会文化科学研究科人間社会文化専
攻、岡山大学大学院社会文化科学研究科社会文化学専攻、長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化社会学専
攻、熊本大学大学院社会文化科学教育部現代社会人間学専攻、熊本大学大学院社会文化科学教育部文化学専攻、
熊本大学大学院社会文化科学教育部人間・社会科学専攻、総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴史研究専
攻、国立歴史民俗博物館、浙江工商大学東方語言文化学院、ロシア人文大学東洋古典学研究所、イオン株式会
社、公益財団法人イオン環境財団、株式会社JTB総合研究所、千葉銀行

（【1902】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム）

連合大学院
共同教育課

程
12

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８．
学生の所属する
専攻等名

千葉大学大学院人文公共学府人文科学専攻、千葉大学大学院人文公共学府公共社会科学専
攻、千葉大学大学院人文公共学府人文公共学専攻、千葉大学大学院融合理工学府数学情報科
学専攻、千葉大学大学院総合国際学位プログラム、岡山大学大学院社会文化科学研究科日
本・アジア文化専攻、岡山大学大学院社会文化科学研究科人間社会文化専攻、岡山大学大学
院社会文化科学研究科社会文化学専攻、長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化社会学専
攻、熊本大学大学院社会文化科学教育部現代社会人間学専攻、熊本大学大学院社会文化科学
教育部文化学専攻、熊本大学大学院社会文化科学教育部人間・社会科学専攻、総合研究大学
院大学文化科学研究科日本歴史研究専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。
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[公表]

プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

１4．

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

1 山田　賢 ﾔﾏﾀﾞ ﾏｻﾙ
千葉大学大学院人文科学研究院歴史学研究
部門図像情報史学講座・教授、大学院人文
公共学府長

博士
（文学）

中国史 全体統括 3

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

2 米村　千代 ﾖﾈﾑﾗ ﾁﾖ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門社会学講座・教授

博士
（社会学）

（プログラムコーディネーター）

家族社会学
歴史社会学

各プログラムの取りまと
め、企画運営委員会委員長 3

副プログラムコーディネー
ター、Digital Humanities
2.0プログラム責任者

1

5 内山　直樹 ｳﾁﾔﾏ ﾅｵｷ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門哲学講座・教授

博士
（文学）

中国哲学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国）

国際関係
論、中東・
イラク政治

副プログラムコーディネー
ター、アジアユーラシアプ
ログラム責任者、アジア
ユーラシアプログラム担当
（中東地域　グローバル関
係論）

1

4 小澤　弘明 ｵｻﾞﾜ ﾋﾛｱｷ
千葉大学国際未来教育基幹・大学院国際学
術研究院・教授・大学院国際学術研究院
長・国際教養学部長・副学長

国際学修士
歴史学
国際関係論

3 酒井　啓子 ｻｶｲ ｹｲｺ
千葉大学大学院社会科学研究院政治学・政
策学研究部門国際社会科学講座・教授、グ
ローバル関係融合研究センター長

博士（地域
研究）

生体人類学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（東南アジア） 1

8 児玉　香菜子 ｺﾀﾞﾏ ｶﾅｺ
千葉大学大学院人文科学研究院日本・ユー
ラシア文化研究部門ユーラシア言語文化論
講座・准教授

博士
（文学）

文化人類学
環境人類学

7 小谷　真吾 ｵﾀﾞﾆ ｼﾝｺﾞ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門文化人類学講座・教授

博士
（学術）

1

6 栗田　禎子 ｸﾘﾀ ﾖｼｺ
千葉大学大学院人文科学研究院歴史学研究
部門図像情報史学講座・教授

博士
（学術）

現代史
中東地域史

アジアユーラシアプログラ
ム担当（中東・イスラーム
地域）

1

1

10 大原　祐治 ｵｵﾊﾗ ﾕｳｼﾞ
千葉大学大学院人文科学研究院日本・ユー
ラシア文化研究部門日本言語文化論講座・
教授

博士（日本
語・日本文
学）

日本近現代
文学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア比較文
化）

1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（モンゴル） 1

9 大森　雅子 ｵｵﾓﾘ ﾏｻｺ
千葉大学大学院人文科学研究院国際言語文
化学研究部門比較文化論講座・准教授

Ph.D.
博士（学
術）

ロシア文学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（ロシア）

アジアユーラシアプログラ
ム担当（広域比較） 1

13 高　民定 ｺｳ ﾐﾝｼﾞｮﾝ 千葉大学大学院国際学術研究・准教授
博士
（学術）

社会言語
学、日本語
教育、韓国
語教育

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア、異文化
間言語接触）

国際経済論

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東南アジア：千葉
大学バンコク・キャンパス
実践的フィールド教育）

1

12 倉阪　秀史 ｸﾗｻｶ ﾋﾃﾞﾌﾐ
千葉大学大学院社会科学研究院政治学・政
策学研究部門公共政策学講座・教授 経済学学士

環境政策論
環境経済論

11 石戸　光 ｲｼﾄﾞ ﾋｶﾘ 千葉大学大学院国際学術研究院・教授 Ph.D.

国際社会学
移民研究

アジアユーラシアプログラ
ム担当（アジアユーラシア
における移民の国際社会
学）

1

16 Julian　Biontino ﾕﾘｱﾝ ﾋﾞｵﾝﾃｨｰﾉ 千葉大学大学院国際学術研究院・助教
博士（歴史
教育）

日韓関係史

15 福田　友子 ﾌｸﾀﾞ ﾄﾓｺ 千葉大学大学院国際学術研究院・准教授
博士
（社会学）

1

14 高光　佳絵 ﾀｶﾐﾂ ﾖｼｴ 千葉大学大学院国際学術研究院・准教授
博士
（法学）

国際政治史
アジアユーラシアプログラ
ム担当（環太平洋国際政
治、デジタル化資料論）

1

1

18 傳　康晴 ﾃﾞﾝ ﾔｽﾊﾙ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門認知情報科学講座・教授

博士
（工学）

コーパス言
語学
認知科学

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（データサイエ
ンス）

1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア国際関係
史、ヨーロッパのアジア研
究）

1

17 竹内　比呂也 ﾀｹｳﾁ ﾋﾛﾔ
千葉大学大学院人文科学研究院日本・ユー
ラシア文化研究部門日本言語文化論講座・
教授・副学長

文学修士
図書館情報
学

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（人文情報学）

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（データサイエ
ンス）

1

21 牛谷　智一 ｳｼﾀﾆ ﾄﾓｶｽﾞ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門認知情報科学講座・准教授

博士
（文学）

認知科学
Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（データサイエ
ンス、AI基礎）

知的情報処
理（人工知
能）

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（データサイエ
ンス、AIに基礎づけられた
俯瞰力の獲得）

1

20 松香　敏彦 ﾏﾂｶ ﾄｼﾋｺ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門認知情報科学講座・教授 Ph.D.

認知科学
認知計算モ
デル

19 阿部　明典 ｱﾍﾞ ｱｷﾉﾘ
千葉大学大学院人文科学研究院行動科学研
究部門認知情報科学講座・教授

博士（工
学）

千葉大学大学院工学研究院総合工学講座・
教授

博士
（工学）

分散人工知
能
自律分散シ
ステム

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（データサイエ
ンス）

1

（【1902】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム）

1

23 樋口　篤志 ﾋｸﾞﾁ ｱﾂｼ
千葉大学環境リモートセンシング研究セン
ター衛星データ処理室・准教授

博士
（理学）

水文学
衛星気候学

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（地球観測衛星
データ解析）

1

22 荒井　幸代 ｱﾗｲ ｻﾁﾖ
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[公表]

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）

Digital
Humanities,
近代イギリ
ス海事史
（Master of
Arts
(Digital
Humanities)
)

Digital Humanities2.0
（データサイエンス） 10

25 伊東　久智 ｲﾄｳ ﾋｻﾉﾘ
千葉大学人文科学研究院歴史学研究部門図
像情報史学講座・助教

博士
（文学）

日本近代史

24 小風　尚樹 ｺｶｾﾞ ﾅｵｷ
千葉大学人文社会科学系教育研究機構・助
教

修士
（文学）

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

1

27 遊佐　徹 ﾕｻ ﾄｵﾙ
岡山大学副理事（研究担当）
岡山大学学術研究院社会文化科学学域日
本・アジア文化専攻・教授・副学域長

文学修士 中国文学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国） 1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア近現代） 10

26 橋本　知子 ﾊｼﾓﾄ ﾄﾓｺ
千葉大学人文科学研究院国際言語文化学研
究部門比較文化論講座・准教授

博士
（文学）

フランス文
学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化）

アジアユーラシアプログラ
ム担当（ロシア） 1

30 土口　史記 ﾂﾁｸﾞﾁ ﾌﾐﾉﾘ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域人間
社会文化専攻・准教授

博士
（文学）

中国古代史
アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国）

物流経済
論、港湾経
済論、海運
経済論

アジアユーラシアプログラ
ム担当（経済論） 1

29 吉田　浩 ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域人間
社会文化専攻・准教授

修士
（文学）

西洋史学

28 津守　貴行 ﾂﾓﾘ ﾀｶﾕｷ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域国際
社会専攻・教授・副学域長 経済学修士

国際政治学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（ロシア、東欧） 1

33 塩谷　毅 ｼｵﾀﾆ ﾀｹｼ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域法政
理論専攻・教授・副学域長

博士
（法学）

刑法学

32 河原　祐馬 ｶﾜﾊﾗ ﾕｳﾏ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域国際
社会専攻・教授・学域長

修士
（法学）

1

31 和田　郁子 ﾜﾀﾞ ｲｸｺ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域人間
社会文化専攻・准教授

博士
（文学）

南アジア、
インド洋海
域史

アジアユーラシアプログラ
ム担当（南アジア） 1

10

35 北川　博史 ｷﾀｶﾞﾜ ﾋﾛｼ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域人間
社会文化専攻・教授

博士
（文学）

経済地理
学、地域公
共政策論、
地域経済論

アジアユーラシアプログラ
ム担当（地理学） 1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（刑法） 1

34 石田　友梨 ｲｼﾀﾞ ﾕﾘ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域・助
教（特任）

博士
(地域研究）

イスラーム
思想史

Digital Humanities 2.0プ
ログラム担当（人文情報
学、データサイエンス）

アジアユーラシアプログラ
ム担当（オランダ・ヨー
ロッパ）

1

38 木村　直樹 ｷﾑﾗ ﾅｵｷ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・教授

博士
（文学）

日本近世史
日蘭関係史

アジアユーラシアプログラ
ム担当（オランダ・ヨー
ロッパ）

文化人類学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（文化人類学） 1

37 葉柳　和則 ﾊﾔﾅｷﾞ　ｶｽﾞﾉﾘ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・教授

博士
（文学）

文化社会学
文化史

36 中谷　文美 ﾅｶﾀﾆ ｱﾔﾐ
岡山大学学術研究院社会文化科学学域人間
社会文化専攻・文明動態学研究所・教授

博士
（社会人類
学）

開発経済学
環境経済学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

41 COMPEL　RADOMIR ｺﾝﾍﾟﾙ ﾗﾄﾞﾐｰﾙ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・教授

博士（国際
経済法学）

比較政治学

40 小松　悟 ｺﾏﾂ ｻﾄﾙ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（学術）

1

39 王　維 ﾜﾝ ｳｪｲ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・教授

博士
（学術）

文化人類学
比較文化

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

1

43 南　誠 ﾐﾅﾐ ﾏｺﾄ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（人間・環
境学）

歴史社会学
国際社会学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

42 滝澤　克彦 ﾀｷｻﾞﾜ ｶﾂﾋｺ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（文学）

宗教社会学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア）

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化論） 1

46 森元　斎 ﾓﾘﾓﾄ ﾅｵ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（人間科
学）

哲学、倫理
学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化論）

社会学、移
民研究、国
際結婚

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

45
ｷﾞｭﾙﾍﾞﾔｽﾞ ｱﾌﾞﾄﾞｩ
ﾙﾗｯﾊﾏﾝ

ｷﾞｭﾙﾍﾞﾔｽﾞ
 ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗｯﾊﾏ
ﾝ

長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（人間科
学）

記号論、言
語学

44 賽漢卓娜 ｻｲﾊﾝｼﾞｭﾅ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（教育学）

（【1902】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム）

1

47 野上　健紀 ﾉｶﾞﾐ ﾀｹﾉﾘ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・教授

博士
（文学）

近世考古
学、水中考
古学、陶磁
史、海上交
易史

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化論） 1
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48 才津　祐美子 ｻｲﾂ ﾕﾐｺ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・教授

博士
（文学）

1

50 野上　健紀 ﾉｶﾞﾐ ﾀｹﾉﾘ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・教授

博士
（文学）

近世考古
学、水中考
古学、陶磁
史、海上交
易史

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化論） 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

49 森元　斎 ﾓﾘﾓﾄ ﾅｵ
長崎大学大学院多文化社会学研究科多文化
社会学専攻・准教授

博士
（人間科
学）

哲学、倫理
学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化論）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

文化人類
学・民俗
学、文化資
源、文化
財・文化遺
産、観光

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（比較文化論） 1

53 河村　有教 ｶﾜﾑﾗ ｱﾘﾉﾘ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・准教授

博士
（法学）

刑事法学、
基礎法学、
新領域法
学、法と
ジェン
ダー、アジ
ア法

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア）

文化人類
学・民俗
学、文化資
源、文化
財・文化遺
産、観光

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

52 岩本　佳子 ｲﾜﾓﾄ ｹｲｺ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・准教授

博士
（文学）

東洋史、中
東・イス
ラーム史、
オスマン朝
史、遊牧民
研究、地域
研究（トル
コ）、古文
書学

51 才津　祐美子 ｻｲﾂ ﾕﾐｺ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・教授

博士
（文学）

中国史
アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国） 1

56 稲葉　継陽 ｲﾅﾊﾞ ﾂｸﾞﾊﾙ
熊本大学文学部附属永青文庫研究セン
ター・教授

博士
（文学）

日本史学

55 伊藤　正彦 ｲﾄｳ ﾏｻﾋｺ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（文学）

1

54 森川　裕二 ﾓﾘｶﾜ ﾕｳｼﾞ
長崎大学大学院多文化社会学研究科・多文
化社会学専攻・教授

博士
（学術）

国際政治
学、東アジ
ア国際関係､
国際関係理
論

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

1

58 鹿嶋　洋 ｶｼﾏ ﾋﾛｼ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（理学）

経済地理学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

57 小畑　弘己 ｵﾊﾞﾀ ﾋﾛｷ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（文学）

東北アジア
先史学

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア）

Digital Humanities 2.0プ
ログラム担当（データサイ
エンス、AI基礎）

1

61 牧野　厚史 ﾏｷﾉ ｱﾂｼ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（社会学）

環境社会学
地域社会学

Digital Humanities 2.0プ
ログラム担当（地理情報シ
ステム）

社会人類学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（内陸アジア） 1

60 寺本　渉 ﾃﾗﾓﾄ ﾜﾀﾙ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（学術）

認知科学

59 シンジルト ｼﾝｼﾞﾙﾄ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（社会学）

地理学
Digital Humanities 2.0プ
ログラム担当（GIS) 1

64 坂元　昌樹 ｻｶﾓﾄ ﾏｻｷ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士（文
学）

日本文学

63 米島　万有子 ﾖﾈｼﾞﾏ ﾏﾕｺ
熊本大学大学院人文社会科学研究部・准教
授

博士
（文学）

1

62 山下　裕作 ﾔﾏｼﾀ ﾕｳｻｸ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士
（文学）

民俗学・農
業農村工学
（旧農業土
木学）

Digital Humanities 2.0プ
ログラム担当（GIS） 1

1

66 児玉　望 ｺﾀﾞﾏ ﾉｿﾞﾐ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
修士（文
学）

言語学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（言語類型論・歴史
言語学）

1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア） 1

65 西槇　偉 ﾆｼﾏｷ ｲｻﾑ 熊本大学大学院人文社会科学研究部・教授
博士（学
術）

比較文学
アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア比較文
学）

（【1902】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム）
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Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（総合資料学） 1

69 亀田　尭宙 ｶﾒﾀﾞ ｱｷﾋﾛ 国立歴史民俗博物館研究部・特任助教
修士
（環境学）

情報学、メ
ディア情報
学、データ
ベース

Digital Humanities2.0プロ
グラム担当（データベー
ス・自然言語処理）

東アジア人
類史

アジアユーラシアプログラ
ム担当（東アジア比較文
化）

1

68 後藤　真 ｺﾞﾄｳ ﾏｺﾄ
国立歴史民俗博物館研究部・准教授
総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴
史研究専攻・准教授

博士
（文学）

人文情報学

67 西谷　大 ﾆｼﾀﾆ ﾏｻﾙ

国立歴史民俗博物館考古研究系・教授・館
長
総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴
史研究専攻・教授

博士
（文学）

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

71
Alexander　N.
Meshcheryakov

ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ ｴﾇ
ﾒｼｪﾘｬｺﾌ

ロシア人文大学高等経済学院・東洋古典学
研究所・教授

博士
（歴史）

日本文化
アジアユーラシアプログラ
ム担当（ロシア文化、日露
文化交流）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）

10

70 江　静 ｼﾞｱﾝ ｼﾞﾝ
浙江工商大学東方語言文化学院・教授・学
院長

博士（古典
文献学）

中日交流史
アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国現地プログラ
ム）

1

－
アジアユーラシアプログラ
ム担当（実践教育） 1

74 山本　百合子 ﾔﾏﾓﾄ ﾕﾘｺ
イオン株式会社社長室シニアマネジャー
公益財団法人イオン環境財団事務局・局長
日本学術会議連携会員

修士
（環境学）

環境社会学

73 朱　イテイ ｼｭ ｲﾃｲ
イオン株式会社グループ人材育成部採用グ
ループ

修士
（経営学）

1

72 安井　豪 ﾔｽｲ ｺﾞｳ イオン株式会社グループ人材育成部・部長
経営学修士
（専門職）

－
アジアユーラシアプログラ
ム担当（実践教育） 1

1

76 松本　博樹 ﾏﾂﾓﾄ ﾋﾛｷ

株式会社ＪＴＢ総合研究所コンサルティン
グ第四部・主任研究員
千葉大学人文社会科学系教育研究機構・准
教授（クロスアポイントメント）

修士
（経営情
報）

観光人材育
成、観光
マーケティ
ング、DMO

アジアユーラシアプログラ
ム担当（実践教育） 1

アジアユーラシアプログラ
ム担当（実践教育） 1

75 郭　玲玲 ｶｸ ﾚｲﾚｲ
株式会社ＪＴＢ総合研究所コンサルティン
グ第四部・主任研究員

修士
（観光学）

インバウン
ドマーケ
ティング、
観光人材育
成

アジアユーラシアプログラ
ム担当（実践教育）

アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国市場） 1

海外ファイ
ナンス等

アジアユーラシアプログラ
ム担当（中国市場） 1

78 太田和　佳孝 ｵｵﾀﾜ ﾖｼﾀｶ
千葉銀行法人営業部成長ビジネスサポート
室・副調査役　国際業務担当 経済学士

海外ファイ
ナンス等

77 三木　秀治 ﾐｷ ﾋﾃﾞﾊﾙ
千葉銀行法人営業部成長ビジネスサポート
室・室長 経済学士

（【1902】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム）



様式２ 

 

【公表】 

進捗状況の概要【２ページ以内】 

進捗状況の概要として、①特筆すべき成果のあった事項、②計画通り進んでいる事項、③改善が必要
な事項、④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

① 特筆すべき成果のあった事項 
・学長主導による全学大学院改革 
 本学は、学長主導のもと全学を挙げて大学院教育の強化に取り組んできた。具体的には、大学院融
合理工学府など自然科学系の人材養成を統括する「自然科学系教育研究機構」、大学院医学薬学府な
ど生命科学系の人材養成を統括する「未来医療教育研究機構」、人文公共学府など人文社会系の人材
養成を統括する「人文社会科学系教育研究機構」の３つをトリプル・ピークス（「研究三峰」）と位置
付け、その全てにおいて高度な人材養成機能を十全に機能させるために、大学院教育の改革を強力に
推進してきた。こうして一つ一つのピークをより高度化すると同時に、それぞれのピークに横串を刺
す「大学院共通教育」を設定し、文理を越えた履修によって、専門性に関わりなく高度で普遍的な教
養やスキルを学修するための仕組みを整えた。これは学長主導によって全学的に進められてきた横断
的な高度教養教育─社会問題解決のために必要な普遍的なスキル・リテラシーの獲得─の成果であ
り、本プログラムもこうした改革の一端を担ってきた。 
 2021 年度、千葉大学では、これまで推進されてきた大学院改革を、学士課程教育の改革とともに統
合的に再確認するための全学的指針として「千葉大学次世代人材育成計画」を公表した。そこでは改
めて、①学位プログラムとしての大学院教育の確立、ならびに、②本学の教育プログラムと海外大学
や企業の教育プログラムのシームレスな接続、③国際協働学習や国際インターンシップの内在化等の
措置によって、全学の大学院教育を抜本的に充実させることが謳われるとともに、かかる質的に強化
された大学院教育を通して、高い専門性と俯瞰的知識を備えたイノベーション人材を育成すること
を、全学のビジョンとして明示した。ここに掲げられた大学院教育抜本的充実のための措置は、本プ
ログラムにおいて実現されつつある、あるいはさらに高いレベルで実現すべき教育改革である。その
意味で、本卓越大学院プログラムは、学長の強力なリーダーシップによって推進されている全学的大
学院教育改革のパイロット・プログラムであり、全学的指針に沿って人文社会科学系大学院の改革を
牽引する役割を担っている。また、イノベーション人材育成については、国際高等研究基幹に「全方
位イノベーション創発センター」を設置し、本プログラムを含め博士課程の修了生が活躍できる場と
して、特任助教ポジションを大学独自予算で確保している。このような学長のリーダーシップに基づ
く指針の公表と、その実現に向けた具体的な措置によって、本プログラムをはじめとする博士後期課
程教育の持続的発展が担保されるとともに、全学的な大学院改革が強力に推進されている。 
・Blended Learning の推進 
 本プログラムはもとよりアジアユーラシア研究の深化に向けて学生の海外派遣を想定していたた
め、全学の支援のもと、国内外のどこからでも履修できるオンライン学修の整備に着手していた。し
たがって、2020 年度〜2021 年度における新型コロナウイルスによる感染症の流行に際しても、オン
ラインによる配信授業や COIL 等の Virtual Exchange（オンライン協働学修）によってプログラムを
着実に遂行することができた。2022 年度に入り、対面学修に軸足を置きつつ、時間的・空間的制約の
影響を受け難いオンライン協働学修については、これまで蓄積された経験をもとに、対面学修との効
果的な併用（Blended Learning）を実施している。 
具体的には、リアルとバーチャルの連携、併用がもっとも効果的であると考えられるのは、国内外

連携大学との学生参加型協働学修である。本プログラムは、少なくとも年度内に１回、すべての大学
のプログラム所属大学院生が、専門の垣根を越えて集合し、それぞれの研究内容について発表すると
ともに、ディスカッションを行う合同コロキウムを実施してきた。2020 年度、2021 年度の合同コロ
キウムは、オンラインを利用した同時双方向型で実施したが、2022 年度は全プログラム所属大学院生
が 9 月下旬（予定）、千葉大学、ならびに国立歴史民俗博物館に集結して、対面によるコロキウム（研
究報告会）と所属大学をシャッフルした混合チームによるワークショップを開催する。一方、空間的
な距離にかかわりなく機動的に実施できるオンライン協働学習のメリットを活かすために、2022 年
度には、並行して定期的なオンライン研究会を立ち上げる。このように、バーチャルとリアルと、２
つの環境を併用する Blended Learning に基づいて、所属大学・所属大学院を越える多元的な指導回
路と、プログラム所属大学院生が切磋琢磨しつつ、成長を実感できる教育環境を構築する。 
 グローバルな協働、企業との協働についても、リアルとバーチャルの併用は有効である。中国にお
ける東アジア・日本研究拠点であり、本プログラムの重要な海外パートナーである浙江工商大学とは、
オンラインによる院生研究交流会「卓越大学院日中青年研究者学術論壇」（第１回：2020 年度 3 月、
第２回：2021 年度 3 月）を定期的に開催してきたが、2022 年 9 月には浙江工商大学の専任スタッフ
を千葉大学に招聘し、リアルにおける中国連携大学若手教員とプログラム所属大学院生との協働学修
を実施しつつ、これを媒介にバーチャルなオンライン協働学習を併用する。企業との協働についても、
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たとえば JTB 総合研究所の場合には、役員レベルの講演はオンラインを用いるとともに、当該研究所
研究員との交流、協働学習は、リアルによるワークショップ形式で実施する。 
 このように、本プログラムはコロナ禍における対面の制限のもとで洗練された Virtual Exchange
を活用しながら、国内外諸機関との効果的な協働学修を Blended Learning として推進する。 
② 計画通り進んでいる事項 
・教育実施体制とカリキュラム 
 本プログラムはかかる卓越性を確立するために、千葉大学をはじめとする５つの国内大学（千葉大
学・岡山大学・長崎大学・熊本大学・総合研究大学院大学）と、３つの企業（イオン株式会社・JTB
総合研究所・千葉銀行）および海外２大学（浙江工商大学（中国）・高等経済学院（ロシア））の連携
によって運営されている。これらの国内外の連携機関等との間に構築されている教育体制は計画通り
整備されている。 
 国内連携大学とは、常設の「卓越大学院大学間連絡協議会」を年度内に４回程度開催、プログラム
やカリキュラムについてはここで議論して定めている。昨年度は第１ステージから第２ステージへの
移行に伴うゲート審査について、どのような能力をどのような方法で確認するのかについて議論し、
養成すべき人材像に照らした審査方法を決定するなど、熟議を通して確実な意思共有を実現してい
る。また、国外連携大学とは、オンラインを利用した大学院生間の研究交流や、連続講演などが行わ
れた。 
 連携企業とは定期的な意見交換を実施しているほか、JTB 総合研究所とはクロスアポイントメント
の利用による主席研究員の千葉大学派遣によって、協働教育・協働研究を行う。また、イオン・マレ
ーシア前社長・イオン環境財団専務理事・JTB 総合研究所取締役による講演を実施したほか、千葉銀
行とは定期的に役員と面会して人文社会科学系大学院の人材育成に関して助言を仰いでいる。 
③ 改善が必要な事項 

・企業との連携 
 直接連携している３つの企業の他にも、「地方創生戦略研究推進プラットフォーム」参加企業によ
り協議会を設置すべく、参加企業代表にプログラム概要を説明して内諾を得ていたが、コロナ禍によ
る業績の冷え込み等を理由に、当面の活動を辞退する企業が出るなど、再構築が必要となった。その
間にも個別に教育に参加いただき、定期的な助言等を仰ぐなど関係の構築に取り組み、2022 年中に千
葉銀行の主導により、千葉商工会議所、千葉県経営者協会、JTB 総合研究所等の参画によって、「地
方創生高度人材育成のためのコンソーシアム」を創設し、地域社会の求める「知のプロフェッショナ
ル」＝大学院人材のイメージについて協議するための枠組を再構築するとともに、地域の経済団体の
仲介によって、協働教育・協働研究に応じる新たなパートナー企業を開拓する。協議体の参加企業は
当初計画から変更されたが、大学院生のキャリアパスを開拓するための企業、経済団体とのコンソー
シアムは計画通り構築することができる。 

④ プログラムとしての今後の見通し 
・組織の垣根を越える大学間連携プログラムと質保証 
 大学間の連携は計画通り進捗しているが、さらに今年度には、プログラムを構成する５つの大学院
で共通のルーブリック（プロトタイプ版）を用いて大学院生の学修・研究到達状況を計測し、プログ
ラム内で一貫した評価と指導を実現する。これによって、プログラムに参加する全ての教員、全ての
大学院において可視化された評価を共有し、人文社会科学系大学院における組織横断的な質保証を本
プログラムからまず実現し、全国の人文社会科学系大学院における質保証の議論の先鞭とする。 
・プログラムの教育内容の波及的拡大 
本プログラムは、アジアユーラシアが典型例であるような多元的文化環境を理解するための越境力

と、Digital Humanities に代表される人文的データサイエンスの新たな学術潮流を、現代世界の課題
解決に必要な普遍的知的技能として位置付けた上で、かかる新しい高度な教養を、組織の壁を越えて
広く拡延し、共有していくことを目標の一つとしている。この目標に沿って、１）学士課程教育と大
学院教育を縦断する学修、２）文理などの大学院組織の壁を越えて、全学大学院を横断し、共有され
る普遍的知的技能の学修を実現し、本プログラムのエッセンスを、学士課程、大学院課程の全てに波
及させることがプログラムのミッションであると認識しており、このミッションはプログラムの遂行
を通して実現することができる。また、連携大学においてもこのプログラムは、千葉大学と同様、全
学への人文的データサイエンス教育の波及拠点となっており、プログラムのエッセンスは大学という
組織の壁をも越えつつある。 
また、このプログラムにおいて涵養する人文的データサイエンスや異文化越境的理解などのスキ

ル・リテラシーと、総体としての人材養成イメージ、そして、大学院修了者のキャリアパスについて
も、「地方創生高度人材育成のためのコンソーシアム」（仮称）による産業界との協議を通して認知と
浸透を図っていく。 
以上のように、本プログラムは、大学全体への波及、他大学への波及、産業界への波及を目指すも

のであり、かつ、中長期的な見通しのなかで、それを実現できると考えている。 
 


